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2022/12/31 2022/12/31 2023/1/20
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 26,094.50 26,094.50 26,553.53 30,795.78 2021/9/14 16,358.19 2020/3/19
NYダウ ﾄﾞﾙ 33,147.25 33,147.25 33,375.49 36,952.65 2022/1/5 18,213.65 2020/3/23
円/ﾄﾞﾙ 円 131.12 131.12 129.60 151.95 2022/10/21 101.19 2020/3/9

　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週の日本株市場は、日米主要企業の10-12月期決算発表を控えた様子見姿勢から、横ばい圏で推移するとみます。

先週末、岸田首相が新型コロナを感染症法上「5類」へ引き下げるよう指示したと伝わったことなど国内経済の正常化期待が意識さ

れることや、来週のFOMC（米連邦公開市場委員会）において利上げ幅が0.25％に縮小されるとの見方が強まっていることなどは

投資家センチメントの改善に繋がり、株価にプラスに働くとみます。一方、今週以降本格化する日米主要企業の10-12月期決算に

ついて、日本企業の10-12月期決算は米中の景気減速や物価高の影響を受けてやや弱い内容となることは一定程度織り込まれてい

るとみますが、22年度通期業績については輸出関連企業中心に為替水準が円高方向に振れたことなどを背景に慎重なものとなるこ

とが見込まれ、これらの影響を確かめたいとして積極的に買い進む向きは限定的とみています。また、先週日銀は大規模な金融緩和

策の維持を決定しましたが、来月上旬に次期正副総裁の人事案公表を控えて政策修正への思惑は払拭されないことも株価の重しにな

るとみており、横ばい圏での推移が続くとみています。その他の注目材料として、日本では26日に日銀金融政策決定会合の主な意

見（1月17・18日開催分）、米国では24日に製造業/サービス業PMI、26日にGDP、欧州では23日にユーロ圏消費者信頼感指数、

24日に製造業/サービス業PMI、ドイツでは25日にIFO企業景況感指数などが挙げられます。
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～ 日米主要企業の10-12月期決算発表を控えた様子見姿勢から、横ばい圏で推移 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するもので

はありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過

去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定は

お客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。
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＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

１．日米株式と円／ドルの推移

（注）チャートは過去1年
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週刊日本株レポート （1/23～1/27）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

URL：https://www.alamco.co.jp

先週の日本株市場は、日経平均が+434.01円（+1.66％）、TOPIXが+23.79ポイント（+1.25%）となり、日銀が大規模な金融

政策の維持を決定したことを受けて大幅上昇しました。業種別でみると、空運業、海運業、石油・石炭製品、サービス業などの31

業種が上昇した一方、銀行業、保険業の2業種が下落しました。

週初16日は、日銀の金融政策決定会合を控えて金融政策の追加修正への思惑が強まる中、一時127円台前半まで円高ドル安が進行

したことから輸出関連株を中心に下落して始まりました。その後週央にかけては、日銀が大規模な金融政策の維持を決定したこと

による買い安心感や円安ドル高の進行を受けて大幅上昇しました。翌19日は、前日の米国株市場が小売売上高など市場予想以上に

弱い経済指標の発表が相次いだことやFRB（米連邦準備理事会）高官のタカ派的な発言を受けて下落した流れを引き継ぎ反落しま

したが、週末20日は、行動制限が撤廃された中国が今週春節を迎えることに対する需要回復期待などからアジア株市場が上昇した

ことや、岸田首相が新型コロナウイルスの感染症法上の扱いを季節性インフルエンザと同じ「5類」に移行させるよう指示したと伝

わったことなどが好感され、上昇して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 日銀が大規模な金融政策の維持を決定したことを受けて大幅上昇 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 日米主要企業の10-12月期決算発表を控えた様子見姿勢から、横ばい圏で推移 ～

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回
欧州 ユーロ圏消費者信頼感指数 1月 ▲22.2
米国 景気先行指標総合指数 12月 ▲1.0%

ユーロ圏製造業PMI（購買担当者景気指数） 1月 47.8
ユーロ圏サービス業PMI 1月 49.8
製造業PMI 1月 46.2
サービス業PMI 1月 44.7

1月25日 Wed ドイツ IFO企業景況感指数 1月 88.6
日本 日銀金融政策決定会合の主な意見(1月17・18日分）

GDP（国内総生産）速報値（前期比年率） 10-12月期 +3.2%
耐久財受注（前月比） 12月 ▲2.1%
新築住宅販売件数 12月 640千件

国内 決算発表　：

海外 決算発表　：

1月23日 Mon

1月24日

1月26日 Thu

決算発表予定　他

米国

1/24 ﾊﾘﾊﾞｰﾄﾝ､GE､3M､ﾛｯｷｰﾄﾞ､J&J､ﾍﾞﾗｲｿﾞﾝ､ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ､TI 1/25 ASMLﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ､AT&T､ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ､ﾉｰﾌｫｰｸ･ｻｻﾞﾝ､ﾌﾘｰﾎﾟｰ
ﾄ､IBM､ﾃｽﾗ､ﾗﾑﾘｻｰﾁ  1/26 SAP､ﾎﾞﾙﾎﾞ､ｱﾒﾘｶﾝ航空ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾀﾞｳ､ｺﾑｷｬｽﾄ､ﾉｰｽﾛｯﾌﾟ､ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ､ｱｰﾁｬｰ･ﾀﾞﾆｴﾙｽﾞ､STﾏｲｸﾛ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ､ﾌﾞﾗｯｸｽﾄｰﾝ､ｲﾝﾃﾙ､ﾋﾞｻﾞ  1/27 ｼｪﾌﾞﾛﾝ､ｱﾒｯｸｽ

1/24 ｵｰﾋﾞｯｸ、日電産、ﾃﾞｨｽｺ 1/26 信越化、富士電、日東電工、小糸製 1/27 ﾌｧﾅｯｸ、SGHD、ﾐｽﾐG、信金中央金庫

欧州

米国
Tue
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